
 １　施設の管理運営

 ２　事業実施内容

 ３　サービス提供状況

 ４　市内中小企業への発注に対する考え方

（１）指定管理業務（本来業務：特別養護老人ホーム）
・特養条例第2条に規定する事業に係る業務

自主事業の実施状況は、以下の通り。

特になし

特になし

・同条件であれば、市内中小企業への発注を優先する。

令和７年度指定管理業務に関する事業報告書（特養）

施設名 京都市柊野特別養護老人ホーム

〔利用定員〕
　長期利用：５０名　　　　　短期利用：４名
〔介護保険給付対象サービス〕
　施設ケアマネジメント、日常生活上の相談援助、介護（食事・入浴・排泄・その他）サービス、
　栄養ケアマネジメント、健康管理及び療養上の指導
〔介護保険給付対象外サービス〕
　食事の提供、各種行事・レクリエーション、理・美容サービス

施設長：1名
生活相談員：常勤専従 1名　常勤兼務 1名
介護支援専門員：常勤兼務 6名
介護職員：常勤専従 9名　常勤兼務 4名　非常勤専従 14名
看護職員：常勤専従 3名
機能訓練指導員：非常勤専従 1名
管理栄養士：常勤専従 1名
医師：非常勤専従 1名

再委託の実施状況（協定書に明記のない再委託業務）は、以下の通り。（例：給食調理業務）

（２）指定管理業務（企画提案業務：指定管理者が提案し、施設内で実施している業務。例：配食サー
ビス）
特になし



 ５　施設の利用状況（本来業務に係る施設の稼働率、利用者数、事業参加者数など）

①令和７年度実績値 人

②令和８年度目標値 人

①令和７年度実績値 件

②令和８年度目標値 件

ア　本来業務（特別養護老人ホーム）　令和７年度収入状況及び支出の状況　　（単位：円）

イ　企画提案業務1（〇〇〇　　　　　）　令和７年度収入状況及び支出の状況　　（単位：円）

ウ　企画提案業務2（〇〇〇　　　　　）　令和７年度収入状況及び支出の状況　　（単位：円）

エ　企画提案業務3（〇〇〇　　　　　）　令和７年度収入状況及び支出の状況　　（単位：円）

オ　令和７年度自主事業（○○〇　　　）に関する収支状況（単位：円）　

⑴　特別養護老人ホーム（長期入所）利用者のべ人数（実績値）

17636

17885

⑵　ショートステイ（併設型及び空床利用型）利用者のべ人数（実績値）

1198

1314

⑶　収支実績

介護保険収入 175,850,670 人件費 139,390,743

その他 2,061,309

利用料収入 44,631,279 事業費 35,271,541

委託料収入 55,000 委託費 14,110,839

支出計 205,590,229

その他 109,334

補助金収入 3,403,541 小額修繕費 14,755,797

寄付金収入 0

雑収入 413,974

利用料収入

収入計

補助金収入

224,463,798

介護保険収入

委託料収入

雑収入

その他

支出

その他

支出計 0

人件費

その他

人件費

事業費

委託費

収入計 0

介護保険収入

事業費

委託料収入 委託費

利用料収入

補助金収入 その他

雑収入 支出計 0

その他

収入計 0

介護保険収入 人件費

利用料収入 事業費

委託料収入 委託費

その他補助金収入

収支状況 0

支出計 0

収入計 0

収入

雑収入



　　６　施設の利用者満足度の把握

　 ⑴　利用者満足度の把握状況

　 ⑵　利用者満足度把握の結果

 　⑶　意見等への主な対応状況

　　７　その他特記事項

　 ⑴ 

 　⑵

　　８　評価（指定管理者自己評価）

アンケート内容について
サービス内容、職員の対応、サービスの質、施設サービス計画書について、面会方法、広報誌、その他

・令和7年度は、特に上半期のRSウィルスの集団感染により一時的に稼働率が落ち込んだ。稼働率平均(長
期・短期)は昨年比マイナス1.6ポイントの95.5％に留まり、長期・短期併せた年間活動収益は昨年比マイ
ナス146万、2億3925万となった。人件費については、正規職員の退職を非常勤職員雇用で対応したことも
あり、昨年比マイナス450万円となった。事業費・事務費については、備品調達量の削減、再リースによる
賃借料削減等により、昨年比マイナス155万円となった。収支全体としては減収増益となり、サービス活動
増減差額は昨年比プラス484万円、1722万円の黒字となった。

・施設整備については、センサー、インカム等のICT活用により職員の負担減、支援の効率化が推進され、
残業時間の削減、有給休暇取得日数の増加等、生産性の向上が見られた。人材育成については、法人内研
修(座学やOJT)だけでなく、Webを最大限活用することにより、外部研修にも積極的に参加。また、障害を
理由とする差別の解消に向けた職員研修により理解を深める事ができた。これらの取り組みにより、総合
的なケアの質の向上、入所者・ご家族の満足度向上にもつながっている。今後もより高いレベルで地域の
要請に応えられるよう、努めていく。

令和7年度　利用者アンケート実施〔実施期間〕　令和7年8月16日～8月31日
〔方法〕　食事、環境、職員態度、余暇・行事、その他について調査「はい・いいえ」の２択とその理由
を記載。又、利用者に応じて聞き取り調査を実施。
〔設問数〕12問　　　〔回答数〕45名/50名

食事内容、環境、余暇等要望事項あり

アンケート結果を踏まえ、実現可能なものについては改善を図った。

令和7年度家族アンケートの実施
[実施期間]令和7年8月15日～31日
[回答数]38名（回答率：77.5％）



 １　施設の管理運営

 ２　事業実施内容

 ３　施設の利用状況（本来業務に係る施設の稼働率、利用者数、事業参加者数など）

　　本来業務　　　　令和７年度収入状況及び支出の状況　　（単位：円）

⑴　収支実績

令和７年度指定管理業務に関する事業報告書
（地域包括支援センター併設の居宅介護支援又は、老人介護支援センター）

施設名 柊野居宅介護支援センター

開所時間　月曜～土曜日、祝日　8：30～17：30
通常時に介護サービスを提供する地域
　北区（千本通以東　中川・小野郷除く）上京区（上立売以北、千本通以東）左京区（北大路以北、
　深泥池以南、下鴨本通以西）

指定管理業務（本来業務：居宅介護支援）
・年間給付管理数　1,800件（月平均150件）
  職員数　5名（うち主任介護支援専門員2名）

介護保険収入 31,135,025 人件費 25,870,630

利用料収入 0 事業費 0

委託料収入 928,285 委託費 64,608

補助金収入 261,319 小額修繕費 2,200

その他 2,626,492

雑収入 0 支出計 28,563,930

その他 0

収入計 32,324,629

寄付金収入 0


